特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　５月２６日　３５７号
田植え作業　　22日　ダイキン工業ＫＫの労働組合から環境問題の取組として参加申し込みあり、当初予定の28日から22日に繰り上げて実施受入れを決める。雨天対策　昼食対策　早苗準備　当日のスケジュール変更などを行う。　講演報告者の折衝　米作り資料の準備をする。送迎バスの予約　お土産店の折衝などに取り掛かる。前々日と前日には6人で完璧に用意を整える。当日は、参加者が到着するや否や激しい雨が降り始め、強風でテントが飛ばされそうになる。約40分の嵐が吹き荒れ田植えが出来ないのではないかと思わせる異常な状況が続いた。大きな雨音で話が聞き取れない中で報告が続けられた。皆さん耳を立てながら懸命に聞き取ろうと集中されていた。一方スタッフがテントの引き綱の張り替えや補強杭打ちをずぶ濡れになって頑張っていただいた。冷たい雨だったので、本当に大変な作業だった。報告やお話が終わっていよいよセレモニーとなると途端に激しい雨がやんだ。お祓いや祝詞、巫女や麻呂の衣装に着替えて、五穀豊穣を祈ると晴れ間が見られ先の荒らしはどこに行ったのか、晴天になった。淡竹の筍や里山の木炭などしっかりお土産を持って帰られた。

植物観察会　21日　コースの下調べで予定していたイチヤクソウの再発見を大きな目標にした、キンランとギンランを見つけたが、これでは少しさびしいので、本番では木津川の堤防を中心に木津駅までとしました。木津川堤防左岸ではこれまで見たこともないセイヨウヒキヨモギの大群落が延々と続くところに出会って一同大感激でした。人工ではここまでは出来ないだろう。自然の力をいまさら実感した。次に時間が少しあったので平清盛の五男の重衡で有名な安福寺や不成の柿等を訪ねました。この日は１３０００歩でした。
木津川構造物見学会　  ２１日　前日京都新聞で見学会の予告記事が掲載され参加を呼び掛けていただいた。続々と問合せの電話が鳴り、当日は予想をはるかに超える４６人の方々が集合された。受付場所はゴミの散乱がひどく参加者で清掃作業を実施する予定にしていましたが、早く来られた皆さんが自主的にゴミ拾いをして頂き、全員が揃った頃には美しくなりました。ちなみに集めたごみ袋は２５袋でした。田中実智世さんの進行で現地に移動、木津川出張所の係員から現状の説明がされて、樋門の老朽化対策としてまた井手町が水路の改修を行ったので1.8ｍの直径から3mに変更すること。総経費は10億円の工事予算だとのことでした。又、土手を形成している土質は上から下まで予想通り全部砂で出来ていました。これは砂を付き固めて積上げられているそうです。基盤まで降りて見学しました。最後に木津川の植物の実体について里山の会から山村が説明しました。約2時間の見学会でしたが、あっという間に時間が過ぎました。
親子川の学校　22日　70名の出席で10時から木津川右岸の山城大橋下流で開かれました。朝から雨天が予想されていましたが、まもなく激しい雨が降り風も強く吹いたので、30分間ぐらいで魚とりを中止しましたが、ずぶぬれになりました。橋下で雨天を予想して水質調査の準備をしておいたので山田さんから丁寧な説明がされて、皆が参加する体験が出来ました。しかし、福井さんが念入りに用意された魚の水槽展示は充実した内容でしたが、見ることや解説が出来なかったのが、大変もったいないことでした。
普賢寺マップ　『里山の会では自然の風に触れませんか』と参加を呼びかかけていますが、主な活動場所として普賢寺地区を中心に選んできました。その中で観察してきた植物を中心にしたマップを作製しました。キンラン、ギンラン、ムヨウラン、ヒツジグサなど希少植物と京都府下で1箇所しか存在が確認されていないと思われるホルトノキなどが掲載されています。普賢寺地区に生育する植物は近隣では見ることが出来なくなっているものが沢山残っている、宝物のような所ですので、残して行きたい大切な場所です。里山の会では、改めて認識していただくきっかけにして、守り続けられるよう呼びかけています。京田辺市の助成金を申請して説明会の資料として印刷する予定をしています。
就任挨拶まわり　23日･24日　過日の2011年度通常総会で深田三郎さんが新理事長に、そして徳田武治、播川司、大村幸正さんが新副理事長に就任されましたので、就任挨拶のために山城広域振興局、京都府庁、淀川河川事務所を訪ねました。それぞれの訪問先では、里山の会の活動が新聞報道されて、良く頑張っておられますねと高い評価がありました。この表敬訪問を通じて関係各所からの大きな期待に応えなければと責任の大きさを実感したとのことでした。
京都府地域力再生プロジェクト事業交付金補助金申請　24日　午後2時に宇治市にある京都府山城振興局のNPOセンターで京都府地域力再生プロジェクト事業交付金補助金申請300万円の事業内容についてヒアリングが約1時間行われ、深田理事長をはじめ徳田、播川、大村副理事長と黒光さんが出席して内容説明を行い、担当官4人の質問に的確に応えました。5人の判断では十分里山の会の意図は伝えられたのではないかとのことでした。内容はすでにお知らせしてきた木津川の植物明示杭の設置など6項目で、交付決定は7月初旬になるようです。

やましろ里山の会

メール　　　　　　　fddbw257＠ybb.ne.jp　

電話　FAX　　　　　 0774－64－4183　

ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/












木津川クリーンウォーク


６月４日　10:00~12:00　近鉄鉄橋下


①手原川~近鉄鉄橋~②山城大橋








週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

